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る方，相談に足を運んで頂けない方に対する対応で
はないだろうか。図１に示した写真は，ある喫煙所
の貼り紙にびっしりとマジックで書かれた落書きであ
る。「喫煙者の人権を無視するな」「こんな家畜小
屋みたいな箱に閉じこめやがって」…。これはまさし
くニコチン依存が人の脳にもたらす影響を表している
のかもしれない。

Ⅰ．はじめに
喫煙が重大な健康被害を及ぼすことは，すでに

様 な々研究結果から明らかになっており，人々の健康
を考える時，喫煙対策は避けては通れない課題であ
る。2011 年の国民健康・栄養調査によると日本にお
ける喫煙率は，男性 32.4％・女性 9.7％であり，その
うち 4 割前後がタバコをやめたいとしている 1)。一方
で，ニコチンには依存性薬物の中でも再使用する割
合がヘロインと同程度であるという報告 2)もあるほど，
薬理的・心理的依存の問題を抱えている。

Ⅱ．ニコチン依存症の理解と課題
禁煙支援の場において私たち保健医療従事者が

最も悩む事は，一見禁煙する気が全くないように見え
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〈焦点 1〉――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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＜要旨＞
タバコは単なる嗜好品ではなく依存性薬物であり，喫煙することにより脳内報酬系に変化を及ぼす。従って，喫煙する

人の気持ちとしてタバコをやめたいと思うと同時にやめたくないという，物質依存者特有の両価性を抱えていることが特徴
的であり，禁煙支援には，まずは依存症への理解が必要となる。この両価性の気持ちを抱える行動変容への面接方法と
して「動機づけ面接」を用いた介入方法を紹介する。「動機づけ面接」を用いることにより，薬物治療や他の心理的ア
プローチ法への導入をスムーズに図ることもでき，応用範囲が広く有用である。一方で，一度喫煙を始めると禁煙を続ける
ことは難しい。特に未成年者に対し，最初の一本を吸わせない社会環境を整備していくことも，保健医療従事者の重要
な役目であると考える。

図１ 喫煙所の落書き
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WRとRollnick S により開発された，変化に対する
その人自身への動機づけとコミットメントを強めるため
の協働的な会話のスタイルである 11)。変わろうとする
相談者が語ってくれる会話を通し，両価性「変わりた
い，一方で，変わりたくない」という気持ちや状況を，
共感しながら丁寧に引き出し，標的とする行動や変化
に関する発言を分化強化することで，相談者自らが
気づき，自ら行動するというプロセスを支える。このよ
うに，MI のスタイルは主に来談者中心療法と行動療
法の要素を合わせ持つ。そして，MIを面接の導入
やスタイルとして用いることにより，ニコチン置換療法な
どの薬物療法や特定の心理的アプローチ法を情報
提供・実施することが可能であり，応用範囲が広い。
禁煙に関するMI の評価は，米国のプライマリケアに
おいてタバコの害を教示する指導に比べ 5.2 倍の 1
年禁煙維持率が認められている 12) 等，米国医療研
究品質局のガイドラインの中にニコチン依存治療とし
ての 1 つの方法としても推奨されている13)  。

MI の構造をSpirit，Processes，Communication 
Skill に分けて説明する。Spirit（精神）とは MI の
根底に流れる心構えのようなもので，Partnership（共
同），Acceptance（受容），Compassion（思いや
り），Evocation（喚起）の要素が挙げられている。
Processes（過程）としては，Engaging（関わる），
Focusing（フォーカスする），Evoking（引き出す），
Planning（計画する）という流れで面接を進めて
いく。その際，核となる具体的な Communication 
Skill（スキル）としては，Open questions（開かれ
た質問），Affirming（是認），Reflecting（聞き返し），
Summarizing（要約）である。そしてこの構造の
中で行われる面接での具体的な目標は，“Change 
talk（チェンジトーク）”を引き出すことである。チェ
ンジトークとは，行動の変化に向かっていることを示
す相談者の言葉であり，例えば，「禁煙できるんだっ
たらしてみたい」「タバコのせいで咳が治らないのか
も」というものである。こちらの説得や説明で引き出
すのではなく，面接構造の中で相談者が自ら抱えて
いる両価性を振り返ることが出来，自ら持っている動
機を言語として引き出すことを目指している。

実際の面接事例を表１に提示する。面接開始時，
タバコをやめることについては無関心期だったが，面

神経伝達物質であるドパミンは，中脳の腹側被蓋
野から大脳辺縁系の側坐核にあるドパミン受容体に
放出され報酬系を活性化させる物質であるが，タバ
コに含まれるニコチンはこのドパミンを強制的に放出
させ快感をもたらす。一方，ニコチン切れが生じる
と離脱症状が起きるが，次第に摂取するニコチンの
量が増えないと満足せず，報酬系の鈍麻が次第に
起こってくるとされている 3)。さらに，喫煙による報酬
系の変化として喫煙以外の報酬系の活性化の低下
が認められる。欧州の喫煙者・非喫煙者（いずれ
も14 歳）を対象とした fMRI 画像の比較研究 4) で
は，喫煙本数が僅か（1 週間に 1 本以下）でもこ
の変化が生じていることを指摘している。また，未成
年で 1 本以上試し喫煙をした者のうち 4 割以上が
成人常習喫煙者になるという報告 5) や，喫煙を経験
している大学生は経験していない大学生よりも日頃
漫然と苛立っている人の割合が有意に高い報告もあ
る 6)。Isomuraら 7) は喫煙することによって起きるタ
バコ以外の報酬に対する脳内報酬系反応の低下を
Paradise Lost Theory（失楽園仮説）と指摘して
いる。つまり，喫煙は経験があるだけでも報酬系の
活性が低下する可能性があり，ニコチン渇望・退薬
症状としての苛立ちだけではなく，喫煙以外の報酬
を感じにくくなるため，いくら周囲がタバコは体に悪い
とか，タバコをやめるのにこんな方法があるよ，という
話をしてもなかなか耳を傾けてもらえないことに繋が
る。むしろ，苛立ちや不安・恐怖感によって，図の
落書きのように過度な防衛反応が生じ，矛盾や両価
性（喫煙をやめたいがやめたくない等）を抱えた行
動が生じることは十分に考えられる。従って，禁煙
支援ではこのような薬理的・心理的依存の背景を踏
まえた対応が必要となる。

Ⅲ．行動変容へのアプローチ（「動機づけ面接」
を中心に）

禁煙支援の場面では，これまでも相談者の禁煙に
対する行動ステージを評価し，「5A」や「5R」など
を中心に短時間の介入を出来るだけ多く持つ戦略が
提唱されてきた 8)。さらに，最近では「動機づけ面接

（Motivational Interviewing）」9)10)11)（ 以 下 MI）
を用いた介入方法が注目されている。MI は Miller 
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接している中で本人の気持ちや価値観に触れ，禁煙
の重要度が少しずつ上昇した例である。

Co 今日はよくきてくれたね、ありがとう。
こうやって一酸化炭素濃度を測りに来てくれたのはどうしてですか？

是認
開かれた質問

Cl ん～、喫煙所に貼ってあったから。けどなんとなく。時間潰し。

Co 喫煙所のチラシが少しだけ気になった。 複雑な聞き返し

Cl ん～、最近のどの具合がなんとなく変なんですよ。

Co のどが…、変…。 単純な聞き返し

Cl そうなんですよ、なんか気になって。

Co のどの具合が悪いこととタバコがひょっとしたら関係するかもと思う。 複雑な聞き返し

Cl だいたい、別に吸いたくて吸っているわけでもないし。

Co 吸いたくて吸っているわけじゃない。 単純な聞き返し

Cl なんか暇つぶしっていうか。特に意味はない。

Co うん、どちらかというと吸わなくていいんだったらそれでもいい。 複雑な聞き返し

Cl やめられるんだったらそれでも全然いいし。でも、脳が欲しがる感じ。

Co うん、多少やめてもいいかなって。  
もしあったらでいいんだけど、どうしていつかはやめてもいいかなって思う？

複雑な聞き返し
開かれた質問

Cl う～ん、よくわからない。でも、タバコは学生まででいいと思いません？

Co 働く時になったらそれほど必要ないかなって。 複雑な聞き返し

Cl う～ん、だって、スーツで疲れた顔してタバコすぱすぱってありえなくないですか？

Co 疲れた社会人にはなりたくないし、イメージが悪い。
A 君だったらどういう風に働きたいと思うの？

複雑な聞き返し
開かれた質問

Cl う～ん、もう内定あるんですけど、最初は色々勉強させてもらって、やっぱり将来は一度
は海外にも行ってみたりしたいかな。

Co あ～、それを達成するためにちょっと頑張りたいかなって。 複雑な聞き返し

Cl そうなんですよね。親にもお金とか色々助けてもらったし、それなりに頑張んなきゃってやっ
ぱり思いますよ。

Co 自分のためだけでなく、親も安心させたい、だから頑張ろうかなって。
そっか～、そういうこと、A 君のこれからにとって大切な事なんだね。 複雑な聞き返し

Cl 改めて言われるとそうかなぁ。あんまり考えたことなかったけど。

Co
海外で働きたいっていう目標があって、親も安心させたい。今、のどの具合がちょっと悪
くて、もしかしたらタバコの影響かもしれない、働く時にはイメージもあるし、やめてもい
いかもって思っているんだね。

要約

Cl 別に必要ないですよね、タバコ。働くのに。

Co 働くのに必要ない。それはどうして？ 単純な聞き返し
開かれた質問

Cl だってお金もかかるし、体の調子も悪くなるし、いいことないし。

Co タバコやめたらお金も節約できるし少しはプラスになりそう。 複雑な聞き返し

表 1　面接事例の逐語録　（Co は保健医療従事者、Cl は相談者）
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何か気づきを得ることができる面接となることを目指し，
面接練習を重ねることが必要である。

Ⅳ．おわりに―喫煙を取り巻く社会環境―
ここまで禁煙行動への動機づけについて述べた

が，前述した通り，タバコは未成年者が最初の 1 本
を吸った時から脳の報酬系に変化を引き起こす可能
性があり4)5)，最初の 1 本を吸わない，吸わせないこ
とが何より重要である。しかし，残念ながらこの日本は，
喫煙を開始する動機が高まる国であると言わざるをえ
ない。最後に喫煙対策における日本の現状を述べる。

FCTC（タバコの規制に関する世界保健機関枠
組み条約）14) は，世界的にタバコによる害の広がり
が深刻であり健康を脅かす大きな問題であることを
重視し，各国が組織的に国際協力しながらタバコ消
費を減らすことを目的とする2003 年に採択された条
約である。2013 年 9 月現在世界 177 か国が批准し
ており，日本も2004 年に批准した。しかし，現行の
日本の実行状況は条約のガイドラインと未だ大きくか
け離れている。例えば，パッケージの警告画像表示
の義務付け（FCTC 第 11 条）を取り上げても15)，
すでに 63 か国が実施しているにもかかわらず，日本
では一見するとお菓子や香水と見まごうような景品付
きパッケージのタバコがコンビニエンスストア等に所狭
しと陳列されている。世界に比べて日本はタバコ天
国であることが一目瞭然である。これはごく一例であ
るが，FCTC の実行状況を評価した調査では日本
は 100 点満点中 21 点であり，ヨーロッパ 31 か国の
最低であるギリシャやオーストリア31 点よりもずっと低
い結果であることが報告されている 16)。

このように，日本のタバコ規制施策は世界の水準
に大きく水をあけられており，社会全体が喫煙に対し
て寛容な国であること自体が，特に未成年者が喫煙
行動を選択する動機づけになっている。人々の健康
を守る保健医療従事者として，喫煙を取り巻く日本の
現状についても一考して頂ければ幸いに思う。
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日常の相談面接の場において，筆者の考えるMI
の要素を活用できる点とそのメリットについて述べる。
活用できる点としては，開かれた質問と聞き返しの工
夫である。開かれた質問は，はい / いいえで答えら
れない。これが，相談者の両価性を引き出す会話の
発端となる重要な点となる。一方で，開かれていると
はいえ質問ばかりでは，相談者にとっては何か責め
られているような圧迫感を与えがちとなる。そのため
聞き返し（せりふの語尾を下げ，質問調にならないよ
うにする）を多く用いる。相談者の次の言葉を引き
出す聞き返し，特に禁煙など一定の方向性を意識し
た聞き返しをする。聞き返しには，単純な聞き返し（オ
ウム返し）と複雑な聞き返し（相談者の言葉の背後
にある気持ちや価値観を明確化しながら深さに注意
して返す）があり，それらを組み合わせて用いること
により，相談者の本来の気持ちや価値観と今の行動

（この場合は喫煙）との矛盾が明確化される。これ
らは練習を要するが面接の助けになると感じている。
このような MI の要素を活用するメリットとして，相談
者が発した言葉から次の言葉を引き出すため説明
や説得が不要であること，特に，動機の低い（と見
える）相談者との面接やこちらから依頼した面接に
も有用である。さらに，薬物療法や特定の心理的ア
プローチと併用できること，相談者の抵抗や議論を生
まないため保健医療従事者自身の負の感情発生（怒
りやあきらめ，無力感等）を抑制できるため，保健
医療従事者自身の禁煙支援への動機を維持できる
ことが推測される。このことは筆者の考えるメリットの
重要な点の 1 つである。

例えば，前掲の落書きのせりふに対して，面接者
側がどのような聞き返しをすれば，相談者が抵抗なく
会話に応じ，その気持ちや価値観に添いながら禁煙
の準備性や自信を高めることができるのだろう。一例
を挙げれば，「喫煙者の人権を無視するな」→「喫
煙者だけが損をしていると感じる」（増幅した聞き返
し），「家畜小屋みたいな箱に閉じこめやがって」→
「窮屈な思いは嫌だと」（気持ちの明確化），「大学
が生徒を不当に差別していいのか」→「正当に扱
われたいと願っている」（願望の言い換え）。面接
者側があくまでも受容的な態度を貫きつつ，このよう
な聞き返しを重ねていくことにより，そこから相談者が
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